
1.農林業の振興
2.水産業の振興
3.観光産業の振興
4.商業サービス業の振興
5.工業・地場産業の振興
6.雇用機会の確保と安定

実施計画進⾏状況報告書にぎわい ひろがる 産業のまちづくり第1章
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2基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

地場産品開発販売促進業務委託

事業費 1,682

個別計画

個別計画

個別計画

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

110102 3年間の事業費 21,180

― ― ―

農業グループ 7,781 7,012 6,387
ローリ
ング前

融資利子補給事業　４事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・21
冷湿害・22高温多湿利子

融資利子補給事業　４事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・21
冷湿害・22高温多湿利子

事業費 7,781 事業費

稲城市へ地場産品を発
送することによるＰＲ
に加え、小中学校給食
への食材提供を通じ、
児童生徒が大空町を知
る良い機会となってい
る。地場産品開発セミ
ナーでは、ドレッシン
グが商品化されてい
る。

110688

今後の方向性

2,325
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 7,781 事業費 7,012 事業費 6,387
融資利子補給事業　３事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・22
高温多湿利子

事業費 6,3877,012

①-２

110101 3年間の事業費

融資利子補給事業　３事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・22
高温多湿利子

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

事業費 2,426

会計名称 一般会計

前年度決算
【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

決算額

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

経営所得安定対策事業
農業経営の安定と国内生産⼒の確保

会計名称 一般会計

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
融資利子補給事業　４事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・21
冷湿害・22高温多湿利子

融資利子補給事業　４事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・21
冷湿害・22高温多湿利子

☆☆☆
今後の方向性

決算額 7,761 事業費 9,938 継続

ローリ
ング後

融資利子補給事業　４事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・21
冷湿害・22高温多湿利子

融資利子補給事業　４事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・21
冷湿害・22高温多湿利子

事  業  名

笑顔
ＰＪ

施策事業Ｎｏ

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

農業グループ 2,426 2,426 2,426

― ―

施策事業Ｎｏ ①-１
諸外国との生産条件格
差から生ずる不利を補
正する交付⾦事業を実
施している。農業者の
経営の安定に大きく寄
与している。

会計名称 一般会計

農業グループ 2,525 2,525 2,325

６次産業化推進事業
地場産品開発販売促進業務委託
地場産品開発セミナー開催事業

地場産品開発販売促進業務委託
地場産品開発セミナー開催事業

地場産品開発販売促進業務委託
地場産品開発委託

☆☆

決算額 1,702 事業費 2,391 継続

ローリ
ング後

地場産品開発販売促進業務委託
地場産品開発委託

地場産品開発販売促進業務委託
地場産品開発委託

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

地場産品開発販売促進業務委託

農業関係資⾦対策事業
農業関係資⾦の適正な融資及び利⼦補給

施策事業Ｎｏ ①-３

地場産品開発販売促進業務委託 地場産品開発販売促進業務委託

事業費 1,682 事業費 1,682110103 3年間の事業費 7,375

ローリ
ング前

7,278

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

事業費 事業費 事業費
【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

事業費 事業費

本年度予算
【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

事業費

これまでの効果

これまでの効果これまでの成果と
今後の課題

― ― ―

進⾏状況

ローリ
ング後

ローリ
ング前

☆☆☆

継続

2,426 2,426 2,426

2,426 2,426

2,232 2,446

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 2,525 事業費 2,525 事業費

10626

営農に必要となる資⾦
や災害復旧に要する資
⾦の融資に係る利⼦補
給を⾏い、農業者の負
担軽減につながってい
る。

10620

今後の方向性



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

維持

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等ローリ

ング前
農業グループ 128 128

予算の妥当性

予算の妥当性

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

☆☆

個別計画

個別計画

個別計画

会計名称 一般会計

275 275 275

275 継続

110106 3年間の事業費

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-４

会計名称 一般会計

659

―

事業費 128 事業費 128

決算額 110 事業費 110 継続

ローリ
ング後

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

☆☆☆
今後の方向性

事  業  名

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

事業費 110

維持

事業費 659

事業費 110

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

― ― ― 事業費 128

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

農業グループ

事業費 110

事業費

事業費 275

農家指導体制の確⽴のための東藻琴農政推進協議会
への支援

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

決算額 658

農業安全推進委員会補
助⾦

農作業における安全対策及び農業用廃プラスチック
等適正対策への補助

会計名称 一般会計

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

農作業安全の啓蒙、看
板の設置、研修会の開
催、廃プラ等の適正処
理が⾏われるよう、活
動している。

128
384

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

☆☆☆
今後の方向性

10613

農政改革推進運動や作
付実態調査、税申告に
伴う営農指導などを
⾏っており、農政諸問
題の解決や税申告の推
進に寄与している。

農⺠協議会補助⾦
営農指導体制の確⽴を図るための⼥満別農⺠協議会
への支援

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

― ―

110104 3年間の事業費

事  業  名

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

継続

ローリ
ング後

ローリ
ング前

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

ローリ
ング後

825

10614

施策事業Ｎｏ ①-５

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

事業費659 事業費 659

659事業費 659 事業費

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

659 659 659

ローリ
ング前

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

事業費 275
農業グループ

笑顔
ＰＪ

事業費

暮らしづくりＰＬ

農政推進協議会補助⾦

☆☆☆

暮らしづくりＰＬ

110105

事  業  名
施策事業Ｎｏ ①-６

税申告に伴う営農指導
などを⾏っており、税
申告の推進に寄与して
いる。

10688

― ― ―

3年間の事業費 1,977

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

前年度決算 本年度予算

決算額 275

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

これまでの効果進⾏状況

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

事業費

275 事業費

事業費 659

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

275
農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

275

275

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

事業費
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4基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

10,267 事業費

☆☆
予算の妥当性

維持

事業費

14,004 継続

事業費

個別計画

個別計画

個別計画

事  業  名 前年度決算

☆☆
予算の妥当性

拡充

農業推進機関関連一般経費 農業推進機関関連一般経費

各種農業推進機関への加盟により、各種情報の早期
入手に努め関係農業団体の育成を図る

施策事業Ｎｏ

①-９
事  業  名

110108 3年間の事業費 906

会計名称

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　235ｈａ

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　235ｈａ

ローリ
ング後

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

これまでの成果と
今後の課題

ローリ
ング前

事業費 302 事業費

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　190ｈａ

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　190ｈａ

事業費 14,943 事業費

前年度決算

農業⻘年の育成と住⺠参加による農業振興の推進

事業費

本年度予算 進⾏状況

一般会計

302

290 継続

302 事業費 302 事業費

本年度予算 進⾏状況

302 302
10610

302

農業推進機関関連一般経費 農業推進機関関連一般経費 ☆☆☆
今後の方向性

①-７

一般会計

前年度決算

事業費 360 事業費 360 事業費 360

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

農業⻘年が主体となっ
て開催される収穫感謝
まつりへ助成すること
により、農業⻘年の育
成と地産地消を始めと
した住⺠参加による農
業振興が推進されてい
る。

10611

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

☆☆☆
今後の方向性

決算額 維持360 継続

これまでの効果

本年度予算 進⾏状況

3年間の事業費 1,080

事業費 360

360 360
ローリ
ング前

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

事業費 360 事業費 360

笑顔
ＰＪ

農業推進機関関連一般経費

事業費 302

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　190ｈａ

事業費 14,943

収穫感謝まつり補助⾦

農業総務一般事務費

―

農業グループ 16,967

事業費 16,967 16,967 事業費 16,967

ローリ
ング前

決算額

16,967 16,967

減肥料・減農薬や有機
農業の取組など環境保
全効果の高い営農活動
を実施する農業者は
年々増加傾向にある。
国も含め、予算不⾜が
懸念され、予算確保が
重要となる。

会計名称 一般会計

環境保全型農業直接支
援対策事業

環境保全効果の高い営農活動の推進・支援

ローリ
ング後

事業費

3年間の事業費 50,901 14,943

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ

ローリ
ング後

農業推進機関関連一般経費 農業推進機関関連一般経費 農業推進機関関連一般経費

360

― ― ―

農業グループ

農業推進協議会等への
加盟により、各種情報
の早期入手に努め関係
農業団体の育成を図っ
ている。

― ― ―

110107

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ ①-８

農業グループ 302

事 業 概 要（３年間の概要）

110109

― ―

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　235ｈａ

360

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 286

これまでの効果
環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　135ｈａ

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　212ｈａ

☆☆
今後の方向性

これまでの効果

会計名称



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 31 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

個別計画

個別計画

個別計画

ローリ
ング前

種子小麦消毒棟１棟整備

事業費

今後の方向性

外構舗装工事
完成祝賀会経費

事業費 事業費

☆☆
予算の妥当性

維持

ローリ
ング前

―
予算の妥当性

維持

3,000 2,000

農業グループ 49,224
110111

今後の方向性

決算額 事業費 3,000 継続

― ― ―

施策事業Ｎｏ ①-１２

― ―

これまでの成果と
今後の課題

事 業 概 要（３年間の概要）

①-１０施策事業Ｎｏ

施策事業Ｎｏ ①-１１

89,297

事  業  名

決算額 268,635 事業費 107,902 継続

本年度予算

事業費

前年度決算

48,797

事業費

事業費

☆☆
予算の妥当性

維持

事業費 事業費 49,224

〇 ―

☆☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

進⾏状況

110110 3年間の事業費 48,797

ローリ
ング後

事業計画どおり進捗し
ている。施設完成後
は、オホーツク産穀類
の付加価値を高め、ブ
ランド化を目指してい
く。

農業グループ

一般会計会計名称

オホーツク産⾖類のブランド化と⾖類の適正な輪作
体系を確⽴するため、管内に点在している⾖類の調
製施設を再編合理化し、広域穀類乾燥調製貯蔵施設
を整備する。

広域穀類乾燥調製貯蔵施
設整備事業

地域連携⻑いも高付加
価値化推進事業

地域農業の持続的発展を図るため、産学官が連携
し、特産品である⻑いもの機能性を活かした製品開
発、産業化の確率による高付加価値化を図り、作付
⾯積の拡大、高品質⻑いもの確保に繋げる。会計名称 一般会計

農産物高付加価値化推
進事業にて、⻑いもの
機能性を調査した結果
を基に新たな商品開発
を⾏う。

事業費

農畜産物の高品質・高付加価値化、低コスト化及び
食品流通の合理化等、地域における生産から流通・
消費までの対策を総合的に推進する。

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

3年間の事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

―

148063

事業費 継続

ローリ
ング後

てん菜共同育苗施設育苗土焼土処理施設

☆☆☆

事業費

110112 3年間の事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

― 事業費 2,000 事業費

事業費
農業グループ

事  業  名

49,224

ローリ
ング後

機能性商品の実証研究、機能性商品のＰＲ
活動、機能性商品の開発・商品化、製造・販
売に向けた調査・研究、特許管理

農産物粉末化に対する需要額調査、機能性農
産品加工研究センター構想策定、網走地域農
業自立発展に対する提言書策定

事業費

5,000

賑いづくりＰＬ

会計名称 一般会計

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

強い農業づくり事業

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 48,797 事業費 事業費

これまでの効果
計量棟１棟整備
穀類乾燥調製棟１棟整備
豆類製品貯蔵棟１棟整備

外構工事、ロゴマーク設置工事
乗用掃除機

経営体育成支援事業 ☆☆☆
今後の方向性

決算額 476

事業費

暮らしづくりＰＬ

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

暮らしづくりＰＬ

3,000

間接補助事業により農
業経営体の経営安定化
を図っている。

これまでの効果
機能性物質の抽出と安定化研究、家畜への
抗ウイルス調査、機能性商品の開発及び商
品化、嚥下食材への活用調査

ローリ
ング前

5



6基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

個別計画

個別計画

事業費
農業グループ

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

5,873事業費

前年度決算

土づくり対策推進協議会補助 4,703
土づくり対策事業補助金 90
シストセンチュウ対策補助金 1,080

土づくり対策推進協議会補助 4,703
土づくり対策事業補助金 90
シストセンチュウ対策補助金 1,080

決算額 140 事業費 225 継続

☆☆☆

事業費

5,873

これまでの効果

5,873 5,873

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ②-１ 土づくり対策推進協議会補助 4,703
土づくり対策事業補助金 90
シストセンチュウ対策補助金 729

土づくり対策推進協議会補助 5,041
土づくり対策事業補助金 90
シストセンチュウ対策補助金 1,080

― ― ―

324

324 事業費

土づくり対策事業

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

110202 3年間の事業費 972 110621 事業費 324 事業費 324

5,873

土づくり対策推進協議会への補助
緑肥種⼦助成・土壌診断助成・シストセンチュウ土
壌診断への助成

農業の基本となる土づ
くりを推進し、農産物
生産の安定と向上につ
ながっている。また、
シストセンチュウ類対
策として、今後も重要
な事業となる。

今後の方向性

決算額 5,522 事業費 6,211 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

事業費

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

324

かぼちゃの安全性確保に向けた農薬(ヘプタクロル)
の残留状況調査に対する補助

ヘプタクロルの残留状
況調査によりかぼちゃ
の安全性確保が保たれ
ている。今後も継続し
た取組が必要である。

施策事業Ｎｏ ②-２ ヘプタクロル残留対策事業補助金 ヘプタクロル残留対策事業補助金

今後の方向性ヘプタクロル残留対策
事業

ヘプタクロル残留対策事業補助金

5,873 事業費 5,873

土づくり対策推進協議会補助 4,703
土づくり対策事業補助金 90
シストセンチュウ対策補助金 1,080

会計名称

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

ヘプタクロル残留対策事業補助金

☆☆

ヘプタクロル残留対策事業補助金 ヘプタクロル残留対策事業補助金

324 事業費 324

ローリ
ング前

ヘプタクロル残留対策事業補助金 ヘプタクロル残留対策事業補助金

農業グループ

110201 3年間の事業費 17,619 10616

土づくり対策推進協議会補助 4,703
土づくり対策事業補助金 90
シストセンチュウ対策補助金 1,080

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

笑顔
ＰＪ

324 324

事業費

― ― 事業費 5,873

ローリ
ング前

土づくり対策推進協議会補助 4,703
土づくり対策事業補助金 90
シストセンチュウ対策補助金 1,080

土づくり対策推進協議会補助 4,703
土づくり対策事業補助金 90
シストセンチュウ対策補助金 1,080

事業費 5,873

一般会計
ローリ
ング後

これまでの成果と
今後の課題

笑顔
ＰＪ



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 28
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ ③-３

ＧＰＳ基地局整備等に
要する経費の一部を助
成し、農業の近代化が
図られた。

スマート農業推進事業
補助⾦

ＧＰＳ等による農業用トラクターの自動操舵システ
ムなどの技術を用いたスマート農業を推進するため
に支援する。

会計名称 一般会計

農業グループ

―

110303 3年間の事業費

個別計画

事業費 2,686 事業費 2,686 事業費 2,686
農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

事業費

維持

125

今後の方向性

会計名称 一般会計

事業費

2,724

農業委員会事務費（水土
⾥システム管理運営事
業）

農業情報システムの適正な維持管理
（水土⾥情報システム）

125 事業費 125

人づくりＰＬ

☆☆
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

ＧＰＳ基地局整備等に対する補助金 ☆☆☆

暮らしづくりＰＬ

ローリ
ング前

240 事業費

ＧＰＳ基地局整備等に対する補助金

事業費事業費

笑顔
ＰＪ

ローリ
ング後

農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

2,686 事業費 2,724 事業費

個別計画

ローリ
ング前

進⾏状況 これまでの効果

☆☆

施策事業Ｎｏ ③-２

3年間の事業費 375

事業費

110609

決算額 1,730 事業費 完了

事業費 事業費

― ― ―

8,058

農業情報システムの適
正な維持管理が⾏われ
た。今後も継続して実
施する。

施策事業Ｎｏ

これまでの成果と
今後の課題

③-１

人づくりＰＬ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

賑いづくりＰＬ

110301 3年間の事業費 10621

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

今後の方向性

決算額 125 事業費 125 継続

ローリ
ング後

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

農業グループ

予算の妥当性

農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

予算の妥当性
☆☆

会計名称 一般会計

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』ローリ

ング前

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

これまでの効果

― ―

110302

農業情報システムの気
象情報や蓄積された気
象データなどを農業者
の営農活動に有効的に
活用している。機器の
⽼朽化などにより適正
な維持管理が求められ
る。

今後の方向性

決算額 2,448 事業費
農業情報システム管理
運営事業

農業委員会 125 125 125

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

個別計画

継続

125 事業費 125

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算

事業費

☆☆☆

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

事業費

維持

農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

☆☆☆
農業情報システムの適正な維持管理
（マメダス６カ所・水土⾥情報システム）

― ―

ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

事業費 125

2,686

3,029

2,686 2,686

本年度予算

7



8基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

―

☆☆

④-２

会計名称

1,000

事業費 改善

ローリ
ング後

農作業の労働力対策としてコントラクター事
業を行う関係組織への支援

110402 3年間の事業費 1,000

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― 〇 ― 事業費 1,000 事業費 事業費

― ―

ローリ
ング前

農作業の労働力対策としてコントラクター事
業を行う関係組織への支援

事業費 1,859 事業費 1,537

コントラクター支援事
業

農作業の労働⼒対策としてコントラクター事業を⾏
う関係組織への支援

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

1,860 事業費 1,540

一般会計
笑顔
ＰＪ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題 ―進んでいない

農作業の労働⼒をどの
ように確保するか、根
本的な再考が必要。

今後の方向性

決算額

個別計画

会計名称 一般会計

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等
農業振興推進員１名

☆☆☆
大空町農業の振興を図
り、農業振興地域整備
計画により農地管理を
適正に⾏い、農業の発
展に取り組んでいる。

今後の方向性

決算額 3,261

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

10615 事業費3年間の事業費 6,987

維持
予算の妥当性

事業費 3,513 継続

ローリ
ング後

本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１

農業振興一般事務費
農業振興施策の総合的調整を図り、農業振興地域の
整備を図る

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

―

これまでの効果

個別計画

1,593 事業費

事業費

ローリ
ング前

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

110401

これまでの成果と
今後の課題

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ人づくりＰＬ

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等
農業振興推進員１名

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

前年度決算

3,591

農作業の労働力対策としてコントラクター事
業を行う関係組織への支援

農作業の労働力対策としてコントラクター事
業を行う関係組織への支援

事業費 1,000 事業費 1,000 事業費 1,000
農業グループ

3,591 1,859 1,537農業グループ

施策事業Ｎｏ



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

事業費

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
農業体験実習生家賃助成金 進んでいない

事業費 999

ローリ
ング前

農業体験実習生家賃助成金

効果が現れていない
予算の妥当性

予算の妥当性

維持

継続

ローリ
ング後

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

事業費 2,762 事業費 2,731 事業費 2,731

農業体験実習生家賃助成金 農業体験実習生家賃助成金 農業体験実習生家賃助成金

事業費 999 改善 維持

ローリ
ング後

☆☆

☆☆

地域連携インターンシップ活用労働力確保
事業負担金

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費

農業者の配偶者や後継
者対策等の実施によ
り、過去にイベントに
参加した者がイベント
外での成婚に繋がっ
た。今後も継続して事
業を実施する。 2,692 事業費 2,661 事業費 2,661

823

ローリ
ング前

これまでの成果と
今後の課題

地域連携インターンシップ活用労働力確保
事業負担金

☆☆☆
例年、参加希望生徒が
多く、選考により決定
している。また、農業
実習体験をすること
で、北海道農業に魅⼒
を感じ、就農を希望す
る生徒がいる。

今後の方向性

決算額

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

施策事業Ｎｏ ⑤-１

農業後継者育成対策事
業

農業担い手育成センターの設置と支援
【センター事業内容】･農業後継者花嫁､花婿対策推
進､結婚相談･未婚農業後継者の調査及び情報収集､
新規就農及び農業体験実習等の連絡調整

ローリ
ング前

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

110614

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

☆☆
今後の方向性

決算額 2,018 事業費 3,661 継続

ローリ
ング後

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

個別計画

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

〇 ―

事業費

事業費 823

農業体験実習生家賃助成金

これまでの成果と
今後の課題

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ

農業体験実習生支援事
業

町内での農業体験実習希望者に対して家賃を助成し、実
習希望者の増加を図るとともに、町農業担い手育成セン
ター、町内農協と連携して実習希望者の就農、定住等を
推進し、持続的な本町農業の発展と地域の活性化に資す
る。

110502 3年間の事業費 823

⑤-２

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

〇 ― ―

前年度決算

事業費 事業費 事業費

会計名称 一般会計

農業グループ 823

地域連携インターンシッ
プ活用労働⼒確保事業

事  業  名

事業費

事業費 999 事業費 999 事業費 999

平成２９年度新規事業
として取り組んでいる
が、平成２９年１０⽉
末時点で実績がない。
ＰＲ方法も課題である
が、現状での支援では
人を呼び込むことが難
しい。

今後の方向性

事業費 999 事業費

決算額

110503

施策事業Ｎｏ ⑤-３

3年間の事業費 1,998

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

〇 ― ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

農業委員会 2,692 2,661 2,661
110501 3年間の事業費 8,014

事 業 概 要（３年間の概要）

―

会計名称 一般会計

会計名称 一般会計

農業グループ 999 999

東京農業大学の世田谷キャンパスと厚木キャンパス
の学生が、スケールが大きい北海道農業を体験実習
してもらうことで、将来の就農を目指すことが出来
るよう事業を実施する。

個別計画

個別計画

9



10基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

維持

☆☆
予算の妥当性

ローリ
ング前

維持

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託
【ボイラー更新 6,243】

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託
【外壁塗装工事6,600】

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託
【ボイラー更新 6,358】

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

☆☆
予算の妥当性

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

事業費

14,643 事業費 8,643

8,643

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
農産加工利用者1,158人 農業振興センター管理費 ☆☆☆

ローリ
ング後

7,078

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

7,379

農業振興センター管理費

農業振興センター管理費 農業振興センター管理費
農産物加工用備品更新

8,911 7,948

個別計画

3年間の事業費 24,838

一般会計

― 〇 ―

7,979

ローリ
ング後

農業振興センター管理費
農産物加工用備品更新

ローリ
ング前

農業振興センター管理費 農業振興センター管理費

事業費

事業費

農業振興センター管理
運営費

14,643

農業構造改善センター
管理費

笑顔
ＰＪ 7,979

⑥-２

3年間の事業費

110602

各種研修及びコミュニティ施設である農業構造改善
センターの管理

一般会計

利用人数は例年通り推
移しているが、施設内
の調理用備品が全体的
に⽼朽化が進んでいる
ため、定期的な点検
と、状況に応じた修
繕・更新が必要であ
る。

7,555

事業費

人づくりＰＬ

今後の方向性

決算額

人づくりＰＬ

継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

個別計画

7,493 事業費

⑥-１

農産物の加工及び実習を⾏う東藻琴農業振興セン
ターの管理

110601

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算

会計名称

農業グループ

8,911

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

☆☆☆
指定管理委託すること
により、⺠間のノウハ
ウを活かした施設管理
等を⾏っている。施設
の⽼朽化が顕著となっ
てきており、適正な維
持管理が求められる。

今後の方向性

決算額 8,888 事業費 10,293 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

施策事業Ｎｏ

―

7,948 事業費

会計名称

施策事業Ｎｏ

8,643 事業費38,220

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 15,292 事業費

10622 事業費 7,530

農業グループ 8,64314,934
110617

事業費 14,934 事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ笑顔
ＰＪ ― ―



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 36
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

道営事業負担金
区画整理=106.5ha　暗渠排水=  1.7ha
客　　　土=  3.4ha

110638

道営事業負担金
区画整理=80.5ha　暗渠排水=  2.3ha
客　　　土=  4.2ha

道営事業負担金
区画整理=88.0ha　客　　　土=  3.0ha

道営事業負担金
区画整理=84.0ha　暗渠排水= 10.3ha
客　　　土=  3.0ha

女満別豊住地区農地整備
区画整理=103.6ha　暗渠排水=  2.7ha

事業費

53,563

ローリ
ング前

道営事業負担金
区画整理=81.3ha　暗渠排水=  1.9ha
客　　　土=  3.5ha

道営事業負担金
区画整理=81.3ha　暗渠排水=  1.9ha
客　　　土=  3.5ha

女満別豊住地区農地整備
区画整理=81.3ha　暗渠排水=  1.9ha
客　　　土=  3.5ha

事業費

これまでの効果前年度決算

51,245 継続

ローリ
ング後

事業費 53,563 事業費 53,563

☆☆

事業費 48,118 事業費 48,118

☆☆
予算の妥当性

維持

本年度予算 進⾏状況

― ― ―

農業グループ 53,563 53,563 53,563

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 48,118

個別計画

圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算配分が少
なく事業時期が⻑くな
る。

今後の方向性

決算額 34,373
⼥満別豊住地区農地整
備事業

⼥満別地区⻄部の網⾛川左岸の農業基盤整備の推進
基盤整備予定⾯積
区画整理=275.6ha 暗渠排水=  13.0ha
客  土=   6.0ha会計名称 一般会計

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ ⑦-３

25,194 27,744
110702 3年間の事業費 86,921

圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算配分が少
なく事業時期が⻑くな
る。

今後の方向性

決算額 53,464 事業費 31,620 継続

ローリ
ング後

道営事業負担金
区画整理=28.0ha　暗渠排水=40.0ha
客　　　土=　2.8ha

道営事業負担金
区画整理=14.5ha　暗渠排水=20.0ha
客　　　土=　2.3ha

女満別南部地区農地整備負担金
区画整理=14.5ha　暗渠排水=20.0ha
客　　　土=　2.3ha

事業費 33,983 事業費 25,194 事業費 27,744
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

110703 3年間の事業費 160,689

― ― ―

農業グループ 33,983

⼥満別南部地区農地整
備事業

⼥満別南部おける農業基盤整備事業の推進
基盤整備予定⾯積
区画整理=57.0ha 暗渠排水=80.0ha
客  土=  7.4ha会計名称 一般会計

道営事業負担金
区画整理=53.2ha　暗渠排水=61.1ha
客　　　土=　5.0ha　農地保全= 3.7ha

道営事業負担金
区画整理=74.0ha　暗渠排水=117.0ha

☆☆

ローリ
ング前

道営事業負担金
区画整理=43.2ha　暗渠排水=62.7ha
客　　　土=　4.2ha　農地保全= 4.4ha

道営事業負担金
区画整理=43.2ha　暗渠排水=62.7ha
客　　　土=　4.2ha　農地保全= 4.4ha

女満別南部地区農地整備負担金
区画整理=43.2ha　暗渠排水=62.7ha
客　　　土=　4.2ha　農地保全= 4.4ha

110630 事業費 33,103 事業費 33,103 事業費 33,103

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ ⑦-２

110701 3年間の事業費 47,209

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑦-１

⼥満別湖南昭和地区農
地整備事業

⼥満別北部おける農業基盤整備事業の推進
基盤整備予定⾯積
区画整理=4.7ha 暗渠排水=2.3ha
客  土=6.1ha 農道=改980m、舗1740m

道営事業負担金　区画整理=9.3ha､暗渠排
水=8.3ha､客土=5.7ha､農地保全=1.5ha

道営事業負担金　区画整理=3.4ha､暗渠排
水=15.3ha､客土=12.9ha､農道=改760ｍ

☆☆
圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算配分が少
なく事業時期が⻑くな
る。

今後の方向性

決算額 31,343 事業費 27,625 継続

ローリ
ング後

道営事業負担金　区画整理=4.7ha､暗渠排
水=2.3ha､客土=6.1ha､農道=改980ｍ

道営事業負担金　農道=舗760ｍ 道営事業負担金　農道=舗980ｍ

道営事業負担金　区画整理=4.0ha､暗渠排
水=6.1ha､客土=4.9ha､農地保全=1.5ha､農
道=改580ｍ､舗218ｍ

女満別湖南昭和地区農地整備負担金
農　　　道=舗1,087.5m

110631 事業費 19,942

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

― ― ―

農業グループ 22,525 12,342 12,342

会計名称 一般会計

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 22,525 事業費 12,342 事業費 12,342

ローリ
ング前

道営事業負担金　区画整理=4.0ha､暗渠排
水=6.1ha､客土=4.9ha､農地保全=1.5ha､農
道=改580ｍ､舗218ｍ

事業費 19,941 事業費 10,991

個別計画

個別計画
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12基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 35
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

本年度予算前年度決算

今後の方向性
☆☆☆

事業費 172,071 継続

ローリ
ング後

農業農村多面的機能支払交付金 農業農村多面的機能支払交付金 農業農村多面的機能支払交付金

地域の共同作業等を支
援することにより、地
域資源の保全・質的向
上が図られた。
高齢化、経営規模拡大
かによる労働⼒不⾜が
懸念される。

39,416

☆☆

進⾏状況
農業農村多面的機能支払交付金 農業農村多面的機能支払交付金 ☆☆☆

農業農村多面的機能支払交付金

162,296 事業費 162,296

ローリ
ング前

これまでの効果

決算額 179,413

農業農村多面的機能支払交付金 農業農村多面的機能支払交付金

110639 事業費 171,742 事業費

事業費 171,876 事業費

162,296 162,296
110706 3年間の事業費

個別計画

162,296 事業費 162,296

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― 〇 ―

農業グループ 171,876
496,468

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算配分が少
なく事業時期が⻑くな
る。

今後の方向性

決算額 38,248 事業費 34,250 継続

ローリ
ング後

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝132.9ha
草地造成改良（区画整理）＝　 2.1ha

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝132.9ha
草地造成改良（区画整理）＝　 2.1ha

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝132.9ha
草地造成改良（区画整理）＝　 2.0ha

予算の妥当性

維持
東藻琴⼭麓地区における畜産用農地の区画整理
草地整備改良（区画整理）＝403.7ha
草地造成改良（区画整理）＝  6.2ha

藻琴⼭麓地区草地畜産
基盤整備事業

地域・集落を主体とした共同活動の支援
農地・用排水路・農道等の保全と質的向上

会計名称 一般会計

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

19,425 19,425 19,400

笑顔
ＰＪ

農業農村多⾯的機能支
払交付⾦

施策事業Ｎｏ ⑦-６

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題施策事業Ｎｏ ⑦-５
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝135.4ha

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝138.6ha
草地造成改良（区画整理）＝　2.9ha

☆☆

事業費 19,400

ローリ
ング前

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝121.3ha
草地造成改良（区画整理）＝　 2.5ha

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝　58.5ha
草地造成改良（区画整理）＝　 1.6ha

藻琴山麓地区草地畜産基盤整備負担金
草地整備改良（区画整理）＝100.81ha
草地造成改良（区画整理）＝　 2.7ha

110641 事業費 36,250 事業費 17,500 事業費 30,125

事業費 19,425 事業費 19,425

3年間の事業費 58,250

― ― ―

農業グループ

36,924 36,924
110704 3年間の事業費 110,772

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

農業グループ 36,924

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
道営事業負担金
圃場整備= 58.0ha　暗渠排水=   5.1ha
客　　　土= 10.7ha  農地保全=503.3ha

道営事業負担金
圃場整備= 106.2ha　暗渠排水=   8.6ha
客　　　土= 8.8ha  農地保全=241.5ha

☆☆
圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算配分が少
なく事業時期が⻑くな
る。

今後の方向性

決算額 41,927 事業費 69,575 継続

ローリ
ング後

道営事業負担金
圃場整備= 38.9ha　暗渠排水=   3.4ha
客　　　土= 7.0ha  農地保全=525.3ha

道営事業負担金
圃場整備= 38.9ha　暗渠排水=   3.4ha
客　　　土= 7.0ha  農地保全=525.3ha

中山間地域総合整備事業負担金
圃場整備= 38.9ha　暗渠排水=   3.4ha
客　　　土= 7.0ha  農地保全=525.3ha

事業費 36,924 事業費 36,924 事業費 36,924

ローリ
ング前

道営事業負担金
圃場整備= 62.8ha　暗渠排水=   3.9ha
客　　　土= 6.2ha  農地保全=565.7ha

道営事業負担金
圃場整備= 62.8ha　暗渠排水=   3.9ha
客　　　土= 6.2ha  農地保全=565.7ha

中山間地域総合整備事業負担金
圃場整備= 62.8ha　暗渠排水=   3.9ha
客　　　土= 6.2ha  農地保全=565.7ha

10656 事業費 39,416 事業費 39,416 事業費

東藻琴地区中⼭間地域
総合整備事業

東藻琴地区の傾斜地における生産基盤の総合的整備
圃場整備=116.7ha 暗渠排水=   10.2ha
客  土=  21.0ha  農地保全=1,575.9ha

会計名称 一般会計

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ ⑦-４ ☆☆

予算の妥当性

維持

事  業  名

一般会計

110705

個別計画

個別計画

会計名称



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

☆☆

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10628

21,171 事業費 21,161 継続

☆☆

事業費 14,378 事業費

予算の妥当性

維持

☆☆

維持

☆☆☆

前年度決算

10659

維持

ローリ
ング前

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

事業費 4,100 事業費 4,100 事業費 4,100

事業費 21,172 事業費 21,172

ローリ
ング前

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

事業費 21,235 事業費 21,235 事業費 21,235

4,106 4,133 4,133

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

豊住排水機場の円滑適
正な管理により地域農
家の経営安定が図られ
た。今後は施設延命化
のため、機器の整備更
新が必要となる。

4,133

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

☆☆

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

14,378
110708 3年間の事業費 49,016

ローリ
ング後

オホーツク東部広域農水管理負担
ダム周辺通信システム整備等委託
1,708

事業費 20,260

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
予算の妥当性

農業グループ 20,260

3年間の事業費 12,372

― ― ― 事業費

14,378

畑地かんがいを目的とした古梅ダム及び用水路にか
かる管理維持費

会計名称 オホーツク東部広域農水管理負担

オホーツク東部広域農水管理負担
【臨時事務1人】
Ｈ30以降 施設保全費 8,540→16,165

オホーツク東部広域農水管理負担
【臨時事務1人】

オホーツク東部広域農水管理負担
【臨時事務1人】

14,378

18,508 事業費

オホーツク東部広域農水管理負担

事業費

今後の方向性

決算額 4,056 事業費 4,106 継続

ローリ
ング後

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

事業費 4,106 事業費 4,133

オホーツク東部広域農水管理負担
【臨時事務1人】

オホーツク東部広域農水管理負担

古梅ダムの適正な運営
により合理的な農業経
営を推進した。今後は
施設の⽼朽化等による
修繕や機器の整備更新
が必要となる。

今後の方向性

決算額 10,249 事業費 8,643 継続

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

18,508

ローリ
ング前

10658 18,508 事業費

110707

藻琴⼭麓の（⼭園、東洋、末広地区）の国土保全・
良好な景観形成等、地域管理組合の活動に対する支
援

― 〇 ―

農業グループ 21,172 21,172 21,172

笑顔
ＰＪ

賑いづくりＰＬ

事業費 21,172

網⾛川地区国営造成施設
管理体制整備促進事業

豊住排水機場施設の管理体制の整備・促進
施設の多⾯的機能の発揮及び管理

会計名称 一般会計

施策事業Ｎｏ ⑦-８

人づくりＰＬ
ローリ
ング後

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

☆☆☆
本事業により、中⼭間
地域の荒廃農地の発生
を未然に防ぐことがで
きた。今後は、離農が
起きた際に次の担い手
を探す支援が必要にな
る。

今後の方向性

決算額

予算の妥当性

会計名称 一般会計

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

施策事業Ｎｏ ⑦-７

古梅地区基幹水利施設
管理事業

事  業  名

個別計画

一般会計

農業グループ
110709

施策事業Ｎｏ ⑦-９

中⼭間地域等直接支払
事業

事  業  名

個別計画

個別計画

暮らしづくりＰＬ

3年間の事業費 63,516

13



14基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 〜
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費

土地改良事業技術支援負担金　5,000
道土地連負担金2,000
豊住排水機場負担金835

439 事業費 439

☆☆
予算の妥当性

☆☆
予算の妥当性

維持

事業費

ローリ
ング後

国営美女地区かんがい排水事業負担金
※【指定工事外分完了に伴う負担金】

ローリ
ング前

157,198 事業費

賑いづくりＰＬ

事業費 123 継続

ローリ
ング後

決算額 79

暮らしづくりＰＬ

― ― ―

3年間の事業費

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

維持

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

これまでの効果

国営美⼥地区かんがい
排水事業

国営美女地区かんがい排水事業負担金
※【指定工事分完了に伴う負担金】

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

農業グループ 180,351

事業費 8,797 事業費 8,643 事業費 8,707

ローリ
ング前

土地改良事業技術支援負担金　5,000
道土地連負担金2,000
豊住排水機場負担金835

土地改良事業技術支援負担金　5,000
道土地連負担金2,000
豊住排水機場負担金835

事業費 維持

☆☆☆

継続
新本郷排水機場改修工事及び排水路に関する国営事
業地元負担⾦

会計名称 一般会計

施策事業Ｎｏ
これまでの成果と

今後の課題
進⾏状況前年度決算 本年度予算

180,351

☆☆
今後の方向性

決算額 76,149
予算の妥当性排水被害の解消により

生産性の向上と農業経
営の安定に寄与してい
る。

事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

事業費 180,351
国営美女地区かんがい排水事業負担金
※【指定工事外分完了に伴う負担金】

事業費

農地一般事務費
農地整備等に関する事業の推進と事業計画を推進す
るための一般管理経費

会計名称 一般会計

土地改良事業技術支援負担金　5,000
道土地連負担金2,332　豊住排水835

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金1,979
豊住排水機場負担金1,435

☆☆☆
土地改良事業の計画的
な実施により農地整備
事業等の推進と円滑な
実施が図られた。

今後の方向性

決算額 14,873 事業費 9,265 継続

ローリ
ング後

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金1,705
豊住排水機場負担金1,435

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金1,728
豊住排水機場負担金1,435

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金1,792
豊住排水機場負担金1,435

事業費 8,877

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

3年間の事業費 26,147

― ― ―

農業グループ 8,797 8,643 8,707
10642 事業費 8,790 事業費 11,924

個別計画

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

農業グループ

国営斜網地区畑地かんが
い施設維持管理事業

会計名称 一般会計

適切に管理運営するこ
とができた。今後も現
状を維持していく。

今後の方向性

489

ローリ
ング前

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金　※H29～事業調査票未入力

110603 事業費 304 事業費
269 489

施策事業Ｎｏ ⑦-１１

事業費 155 事業費 269 事業費

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

☆☆

― ― ―
笑顔
ＰＪ

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

人づくりＰＬ

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
事  業  名

110712

施策事業Ｎｏ ⑦-１０

個別計画

110711

⑦-１２

個別計画

事  業  名

155

国営畑地帯総合土地改良パイロット事業及び国営か
んがい排水事業で造成された施設の管理運営

110710 3年間の事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

913



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 36
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 28
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

ローリ
ング後

事業費

本年度予算

☆☆
予算の妥当性

ローリ
ング前

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=980ｍ

4,640

予算配分が少なく事業
時期が⻑くなる。

今後の方向性

36,954

10,575

進⾏状況

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

☆☆
予算の妥当性

―

事業費 事業費

事業費 11,925 事業費 18,900 事業費 18,900

4,640

これまでの効果

女満別中央大東地区農道保全負担金
測量試験費　１式

事業費

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

☆☆

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=830ｍ

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=830ｍ

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

事業費 7,090 事業費 4,090

継続決算額 3,923 事業費

決算額

今後の方向性

会計名称

事業費

施策事業Ｎｏ ⑦-１５

一般会計
ローリ
ング後

⼥満別東部高台地区農地整備負担⾦
区画整理=39.3ha 暗渠排水=29.2ha
土層改良=37.2ha

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
事  業  名

事業費

圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。

今後の方向性

事業費 事業費

道営事業負担金
区画整理=39.3ha　暗渠排水=29.2ha
土層改良=37.2ha

☆☆☆

事業費 完了

110715 3年間の事業費

これまでの効果

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

―

4,524

ローリ
ング後

事業費 4,640

女満別中央大東地区農道保全負担金
点検診断費　１式

☆☆☆

事業費

本郷排水機場の円滑適
正な運営により地域農
家の経営安定化が図ら
れた。
今後も適正な管理を継
続するため点検・整備
が必要。 事業費 4,090

ローリ
ング前

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費

決算額

ローリ
ング前

事 業 概 要（３年間の概要）

事業費 5,625 継続

― ―
女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=980ｍ

前年度決算

女満別中央大東地区農道保全負担金
測量試験費　１式

20,250 事業費 20,250

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

⑦-１３

⼥満別中央大東地区農
道保全対策事業

施策事業Ｎｏ

個別計画

一般会計

事  業  名

110714

これまでの成果と
今後の課題

会計名称

美⼥地区基幹水利管理
事業

一般会計

⑦-１４

施策事業Ｎｏ

会計名称

事  業  名

個別計画

個別計画

賑いづくりＰＬ

4,090

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

―

町道大東中央線の舗装及び路盤の⻲裂、割れ、不当
沈下に対する再整備
測量設計費 １式 舗装 L=4,870ｍ 線形改良
L=30m

4,090 7,090
3年間の事業費 15,270

国営土地改良事業による排水機場の整備
機場機能の確保のため沈砂池の拡大等施設の整備

暮らしづくりＰＬ

― ― ―

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ―

⼥満別東部高台地区農
地整備事業

農業グループ

農業グループ 10,575 20,250 20,250
110713 3年間の事業費 51,075

15



16基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 〜
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 30 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

ローリ
ング後

進⾏状況 これまでの効果

予算の妥当性

―

本年度予算

これまでの効果

ローリ
ング後

事業費

休・廃止

――

事業費 13,000 事業費 52,000

事業費

―
予算の妥当性

決算額

事業費

事業費

―

散水機修繕

46,800

前年度決算 本年度予算

―

農業グループ 13,000

―
平成１２年から平成１６年度までに、道営畑総事業
⼥満別地区で導入した散水機の修繕
散水機 ７３台

今後の方向性

決算額

散水機修繕 散水機修繕

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算

進⾏状況

草地畜産基盤整備事業負担⾦
美幌町が負担すること
となり事業廃止

今後の方向性

52,000 46,800

事 業 概 要（３年間の概要）

111,800

3年間の事業費

― ― ―

ローリ
ング前

草地畜産基盤整備事業負担金
美幌日並地区

3年間の事業費

事業費

ローリ
ング前

110716 事業費 5,000 事業費 事業費

事業費

事業費 事業費事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

草地畜産基盤整備事業

事  業  名

会計名称 一般会計

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題施策事業Ｎｏ ⑦-１６

施策事業Ｎｏ ⑦-１７
事  業  名

個別計画

個別計画
―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ―

会計名称 一般会計

110717

農業グループ

水利施設整備事業



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑧）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

778 事業費

事業費

☆☆
予算の妥当性

維持

事業費 778 事業費

事業費

792

110609 事業費 2,686

☆☆☆
今後の方向性

ローリ
ング前

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等【農業委員会道外
視察】

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

2,843 事業費 2,646

維持

☆☆
予算の妥当性

農地保有合理化一般事務

110803

事 業 概 要（３年間の概要）

― ―
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

農業委員会 2,843 2,646

会計名称 一般会計

778 事業費 792

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

決算額 126 事業費 120 継続

ローリ
ング後

農地保有合理化一般事務 農地保有合理化一般事務 農地保有合理化一般事務

事業費 778

ローリ
ング後

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等【農業委員会道外
視察】

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

事業費 2,843 事業費 事業費 2,686

778 792
110802 3年間の事業費 2,348

決算額 2,401 事業費 2,779 継続農業委員会事務費
農地法に基づく農地等の権利移動、農地転用の許認可業
務、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地の権利の設
定や移転に係る農用地の利用調整など、農業の担い手に
対し農用地の有効利用と集積を図る。

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

農業委員会等に関する
法律第３条に規定され
た業務。今後も継続し
て実施しなければなら
ない。

2,646

農地基本台帳システム保守

継続

ローリ
ング後

農地基本台帳システム保守 農地基本台帳システム保守 農地基本台帳システム保守

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑧-２

農地基本台帳システム保守 農地基本台帳システム保守

778

進⾏状況 これまでの効果

決算額 713 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

農業委員会 778

農地法第５２条の２に
規定された業務。今後
も継続して実施しなけ
ればならない。

今後の方向性

90

農地保有合理化一般事務 農地保有合理化一般事務 ☆☆☆

前年度決算 本年度予算

事業費 120 事業費 120 事業費 120
農地保有合理化一般事務 農地保有合理化一般事務

☆☆

ローリ
ング前

事業費 90 事業費 90 事業費

今後の方向性

農地基本台帳システム保守 ☆☆☆

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

農地保有合理化促進事
業

農地保有合理化（公益財団法人北海道農業公社より
受託）に関する一般事務の実施

110801 3年間の事業費 360

― ― ―

農業委員会 120 120 120

賑いづくりＰＬ

個別計画

個別計画

農地基本台帳システム保守

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

3年間の事業費 8,175

事  業  名

前年度決算
施策事業Ｎｏ

農地基本台帳整備事業
法令業務を処理するにあたっての必要な資料として、全
市町村農業委員会において「農地基本台帳」を整備する
こととされ、農地中間管理機構による農業会議で公開す
るシステムへの情報提供するためのデータを作成し管理
する。会計名称 一般会計

ローリ
ング前

110616

これまでの成果と
今後の課題

⑧-１

個別計画

110612

農業経営基盤強化促進
法第７条に規定された
業務。今後も継続して
実施しなければならな
い。会計名称 一般会計

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ⑧-３

―

2,686

暮らしづくりＰＬ
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18基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑨）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

10,070 事業費 10,070

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

今後の方向性

事業費

事業費

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

一般会計
ローリ
ング後

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

112 事業費

1,413

― 事業費

事  業  名

今後の方向性

ローリ
ング前

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

65

決算額 事業費 130 継続

事業費 65

65

― ―

決算額 1,379

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

3年間の事業費 260 事業費 65 事業費

笑顔
ＰＪ

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

65 65

事業費 13,850

進⾏状況

事業費 1,413110902 3年間の事業費

ローリ
ング後

農業者年金に関する一般事務 農業者年金に関する一般事務 農業者年金に関する一般事務

農業者年⾦関する一般事務費 独⽴⾏政法人農業者年
⾦基⾦法第２条に規定
される業務のため。今
後も継続して実施をし
なければならない。会計名称 一般会計

地方自治法第180条の5第3項及び農業委員会等に関する
法律第３条の規定に基づき、設置される農業委員会委員
の報酬※所掌事務 農地等の利用関係の調整、農地等の
利用の最適化の推進等（農業委員会等に関する法律第６
条に規定）

地方自治法第180条の5
第3項及び農業委員会等
に関する法律第３条の
規定に基づき、設置さ
れる委員会の委員報酬
のため。今後も継続し
て実施しなければなら
ない。

今後の方向性

決算額 8,824 事業費 9,924 継続

委員27名報償
【農業委員道外視察】

事業費 10,070

委員27名報償 委員27名報償
※【改選Ｈ32.7　任期3年】

人づくりＰＬ

事 業 概 要（３年間の概要）

農業委員会委員選考事
業

農業委員会等に関する法律施⾏規則第５条第２項の
規定に基づき、大空町農業委員会委員候補者を選考
するため、大空町農業委員会委員選考委員会を設置
し、農業委員選考を⾏う。

農業委員会等に関する
法律施⾏規則第５条第
２項の規定に基づき、
継続して実施しなけれ
ばならない。

事業費

会計名称

事業費 130― ― ―

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算

農業委員会 112 112 112

農業委員報酬

事業費 1,413

笑顔
ＰＪ

農業グループ 130
110903

これまでの効果本年度予算

112 事業費 112

ローリ
ング前

農業者年金に関する一般事務 農業者年金に関する一般事務 農業者年金に関する一般事務

336 110611

1,412 継続

委員27名報償 委員27名報償
※【改選Ｈ32.7　任期3年】

農業委員会

施策事業Ｎｏ ⑨-３

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ローリ
ング前

委員27名報償
【農業委員道外視察】

☆☆
予算の妥当性

維持

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事  業  名
施策事業Ｎｏ ⑨-１ 委員25名報償 委員27名報償【改選Ｈ29.7　任期3年】※法

改正に伴う委員数の変更（利害関係者で無
い者の追加）

事業費

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

☆☆☆

65

事業費

農業者年金に関する一般事務 ☆☆☆

事業費

☆☆☆

事業費 13,850

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑨-２ 農業者年金に関する一般事務

農業者年⾦事務費

10,070
笑顔
ＰＪ

13,850 10,070 10,070
110901 3年間の事業費 33,990 110608

人づくりＰＬ

― ― ―
個別計画

個別計画

個別計画



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑩）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

☆☆☆

2,870

☆☆
予算の妥当性

維持

これまでの効果

今後の方向性

事業費 36,381 事業費 事業費

2,870 事業費

2,870

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

維持

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費2,870

☆☆
予算の妥当性

☆☆
予算の妥当性

維持

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事
業補助【牛舎等の整備】ローリ

ング前

決算額 400 事業費 8,249 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事
業補助【牛舎等の整備】

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

36,381 事業費 36,381 事業費 事業費

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事
業補助

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事
業補助【バンカーサイロ整備工事8,249千
円】

☆☆☆

―

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

☆☆☆

事業費 2,912 事業費 2,912 事業費 2,912

農業グループ 36,381

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算

― ― ― 事業費 2,912 事業費 2,912 事業費 2,912

ローリ
ング前

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

農業グループ 2,912 2,912 2,912
111002 3年間の事業費 8,736 10635

進⾏状況

農業グループ 2,870 2,870

酪農ヘルパー事業補助
⾦

酪農ヘルパ－利用組合への支援 酪農ヘルパー組合への
支援による酪農家の労
働環境改善が⾏われ
た。今後も継続して実
施する。

今後の方向性

決算額 2,912 事業費 2,912 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ローリ
ング前

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,3002,870

111001 3年間の事業費 8,610 10686 事業費

事  業  名

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑩-１

2,870 事業費 2,870

事業費

今後の方向性

決算額 2,870 事業費 2,870 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

― ― ― 事業費

施策事業Ｎｏ ⑩-２

個別計画

個別計画

個別計画
― ―

畜産基盤整備事業補助
⾦

畜産クラスター計画に基づいた家畜飼養施設等整備
の支援

平成２８、２９年度で
事業を活用し、バン
カーサイロを建設して
おり、今後成果が表れ
る。今後は、国の予算
がついた段階で、要望
調査を実施し、更なる
設備投資を⾏うことが
必要。

事  業  名

乳検組合運営費補助⾦
⽜検定組合の支援による乳⽜改良の推進 乳⽜検定組合への支援

を⾏うことで、生乳の
品質向上及び検査デー
タを活用した乳⽜改良
推進を図ることができ
た。今後も継続して実
施する。

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ⑩-３

111003 3年間の事業費
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20基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑪）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

前年度決算
☆☆

本年度予算
あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

進⾏状況 これまでの効果

☆☆☆

☆☆
予算の妥当性

維持

暮らしづくりＰＬ

― ― ― 事業費 10,446 事業費 10,528 事業費 14,233

決算額 9,504 事業費 10,107 継続

280 280
3年間の事業費 840 10640 事業費 280 事業費 280 事業費 280

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留
※H28から事業名変更

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

― ―

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

暮らしづくりＰＬ

ローリ
ング前

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月
【Ｈ元トラック更新 3,705】農業グループ 10,446 10,528 14,233

111101 3年間の事業費 35,207 110657 事業費 9,710 事業費 9,912 事業費 13,617

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月
【Ｈ元トラック更新 3,705】

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑪-１ 牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

☆☆☆

町営牧野管理費
町内畜産経営者の労務負担の軽減を図るための牧場
の運営及び管理

⿊⽑和⽜及び⾺を放牧
することで、家畜の健
康増進及び家畜管理に
要する経費と労務負担
の軽減を図ることがで
きた。今後も継続して
実施する。

今後の方向性

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

―

決算額 280 事業費

会計名称

個別計画

予算の妥当性

維持
今後の方向性

あばしり和⽜産地基盤づ
くり推進事業補助⾦

町内産⿊⽑和⽜の資質改良生産拡大に対する支援 ＥＴ卵、優良サンプル
の共同購入及び繁殖雌
⽜更新を推進すること
で、和⽜資質の向上を
図ることができた。今
後も継続して実施す
る。

ローリ
ング前

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

農業グループ 280

一般会計
ローリ
ング後

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

事業費 280 事業費 280 事業費 280

280 継続

個別計画

111102

施策事業Ｎｏ ⑪-２



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑫）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

事業費 920

継続

予算の妥当性

維持継続

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果前年度決算

事業費 977 事業費 1,092

事業費 842

― ― ― 事業費 775 事業費 775 事業費 775

ローリ
ング前

オホーツク農業共済負担金 オホーツク農業共済負担金 オホーツク農業共済負担金

775 775 775
3年間の事業費 2,325 10638 事業費 861 事業費 861

暮らしづくりＰＬ

農業グループ
111202

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
施策事業Ｎｏ ⑫-２ オホーツク農業共済負担金 オホーツク農業共済負担金 ☆☆☆

ローリ
ング後

オホーツク農業共済組
合を支援することで、
地域の獣医療の充実を
図ることができた。今
後も継続して実施す
る。

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ― 事業費 920 事業費 977 事業費 1,092

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑫-１ 公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金
【公用車1台更新】

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

一般会計
ローリ
ング後

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

☆☆

会計名称

☆☆☆
今後の方向性

決算額 2,053

個別計画

畜産一般事務費
家畜飼養の奨励に必要な活動に関する一般事務経費

今後の方向性

決算額 861 事業費 775

ローリ
ング前

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

農業グループ 920 977 1,092
111201 3年間の事業費

会計名称 一般会計 オホーツク農業共済負担金 オホーツク農業共済負担金 オホーツク農業共済負担金

事業費 861

事 業 概 要（３年間の概要）

家畜飼養の奨励に必要
な活動及び支援を実施
できた。今後も継続し
て実施する。

これまでの成果と
今後の課題

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

個別計画

オホーツク農業共済組
合負担⾦

地域の獣医療を充実のためのオホーツク農業共済組
合への支援

2,989 10632

21



22基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑬）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

本年度予算 進⾏状況

☆☆
予算の妥当性

維持

今後の方向性

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理）

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理・立木調査委託）

15,355 事業費 16,360 事業費 15,360

11,348

事業費

維持

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

25,711

予算の妥当性今後の方向性

10674

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

25,766 継続

―

事業費 25,711

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

ローリ
ング後

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

3年間の事業費 25,711 事業費

☆☆

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 8,075

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑬-１ 森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450

☆☆☆

森林整備推進対策事業
補助⾦

森林整備計画に基づく造林、下刈、除間伐事業対す
る助成

補助⾦の上乗せによ
り、森林整備に係るあ
らゆる作業が進めら
れ、適正な管理が図ら
れた。

― ― ― 事業費 8,000 事業費 8,000 事業費 8,000

ローリ
ング前

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 4508,000 8,000 8,000

3年間の事業費 24,000 10668 事業費 8,075

ローリ
ング後

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450

今後の方向性

決算額 6,515 事業費 7,995 継続

事業費 8,075

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450

一般会計

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

これまでの効果

☆☆☆

25,711 事業費 25,711 事業費 25,711
未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

決算額 24,841 事業費

事業費

ローリ
ング後

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理）

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理・立木調査委託）

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理）

―

10676

ローリ
ング前

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

25,711

前年度決算

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

事業費 15,355 事業費 16,360 事業費 15,360

計画的に町有林整備が
図られた。
皆伐及び植栽等を効果
的に進めるために必要
な作業道及びスペース
の確保（路網整備及び
周辺⺠有林の伐採情報
把握等）が課題。

13,853 継続決算額

事業費

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理・立木調査委託）

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理・立木調査委託）

☆☆☆
予算の妥当性

維持

これまでの成果と
今後の課題

ローリ
ング前

事業費

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理）

☆☆
町有林の整備及び財産の保全と森林の多目的機能の
高度発揮

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

会計名称

商工グループ
111301

未来につなぐ森づくり
推進事業補助⾦

森林整備計画に基づく造林（植栽）事業の実⾏の確
保と事業の助成

本事業実施により、伐
採後の植栽が適正に図
られた。

― ―

施策事業Ｎｏ ⑬-３

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

111302

会計名称 一般会計

商工グループ 25,711

公有林管理育成事業

―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

―

47,075

25,711

施策事業Ｎｏ ⑬-２
事  業  名

商工グループ
111303

暮らしづくりＰＬ

会計名称 一般会計

15,355 16,360 15,360
3年間の事業費

77,133

個別計画

個別計画

個別計画



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑬）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　12件

地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　10件

☆☆☆

今後の方向性

508 事業費 696

550

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

―

決算額

地域材利用促進事業

会計名称 一般会計

前年度決算

地域で生産・加工された木材を活用した住宅建築等
に対する助成

笑顔
ＰＪ

決算額

地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　10件

地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　5件

ローリ
ング後

事業費 10,000

10,000 5,000
事業費 5,000 事業費

事業費 550

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

住宅リフォームと併せ
て補助支援することに
うより、オホーツク管
内産の認証材の活用を
進めることができた。
今後も管内及び大空町
の林業の活性化を図る
上で必要と考える。

今後の方向性

550 550 550

事業費 550 事業費 550 事業費 550

ローリ
ング前

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

10673 事業費 550 事業費

施策事業Ｎｏ ⑬-４
事 業 概 要（３年間の概要）

事業費 5,000 事業費

前年度決算

10,700 継続

継続

ローリ
ング後

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

事業費 10,000

☆☆

維持
予算の妥当性

5,000

これまでの成果と
今後の課題

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

ローリ
ング前

地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　10件

地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　10件

地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　5件

7,500 事業費

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

☆☆☆

―

会計名称 一般会計

普通林道の維持及び危険個所の補修などによる、林
道の適正な管理林道維持補修事業

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ―

―

3年間の事業費 15,000
商工グループ

事  業  名

事  業  名

商工グループ
111304 3年間の事業費 1,650

施策事業Ｎｏ ⑬-５

 台風時の雨水や融雪水
及び森林作業に係る⾞
両の通⾏による道路の
破損に際して補修を⾏
うことにより、通⾏を
維持している。

111305

個別計画

個別計画
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24基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑭）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

各団体等負担金
※【森林認証審査業務委託料　400】

個別計画
1,292 事業費 1,296 事業費 1,244

ローリ
ング前

各団体等負担金
※【森林認証審査業務委託料　400】

各団体等負担金
※【森林認証審査業務委託料　400】

111401 3年間の事業費 3,832 10667

各団体等負担金
※【森林認証定期審査業務委託料　437】

1,205

事業費 1,261 事業費 1,265 事業費 1,213

林業の活性化に必要な
支援及び認証等の取組
をしており、今後も必
要である。

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

維持

一般会計

1,244

継続

事  業  名
各団体等負担金
※【森林認証定期審査業務委託料　443】

☆☆☆
予算の妥当性

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ⑭-１ 公用車２台管理
各団体等負担金
※【森林認証審査業務委託料　454】

林務総務一般事務費
大空町緑化推進事業・森林の造成・整備における一
般事務費

今後の方向性

決算額 1,416 事業費

ローリ
ング後

各団体等負担金
※【森林認証定期審査業務委託料　437】

各団体等負担金
※【森林認証定期審査業務委託料　437】

商工グループ 1,292 1,296

これまでの効果

事業費

会計名称



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑮）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆☆

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

事業費 3,033 継続

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ― 事業費 221 事業費 193
JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

221 193 168
3年間の事業費 582 10624 事業費 221

笑顔
ＰＪ

ローリ
ング前

事業費 168

3,322

これまでの効果本年度予算 進⾏状況

一般会計
ローリ
ング後

これまでの成果と
今後の課題

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

⑮-１

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

〇 ― ― 事業費 3,407 事業費 3,322 事業費 3,322

111501

事業費 193 事業費 168

ローリ
ング前

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

3,407
3年間の事業費 10,051 10670 事業費 3,288 事業費 3,290 事業費 3,290

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

駆除による農業被害
の減少に効果があっ
た。今後の課題は、
・⿃獣による⼭林被害
の把握
・シカ及び熊駆除対策
に必要な財源の確保
・駆除業務の担い手確
保

今後の方向性

決算額 2,723

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

今後の方向性

決算額 294 事業費 250 継続

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

3,322

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

商工グループ

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

☆☆☆

有害⿃獣駆除推進事業
熊・エゾシカ・キツネ・カラス・キジバト等の有害
⿃獣の駆除を⾏うことにより、町⺠の安全を確保し
農林業の振興を図り、狩猟免許所得に対しての支援
を⾏う。会計名称

111502

施策事業Ｎｏ ⑮-２

農業グループ

農作物の保護のため設置したエゾ⿅侵入フェンスに
ついて適正な維持管理を⾏う。

エゾ⿅侵入防止フェン
スの設置により、エゾ
⿅による農作物の食害
は減少している。⽼朽
化により維持管理の重
要性は増している。

前年度決算

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

個別計画

個別計画

エゾ⿅防止フェンス管
理事業補助⾦

事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
施策事業Ｎｏ

事  業  名
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26基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
２．水産業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

☆☆☆
これまでの効果

決算額 2,049 事業費 2,049 継続

☆☆
予算の妥当性

維持水産振興対策補助⾦
網⾛湖の有⽤資源の現存量、再⽣産状況の把握及び
増養殖技術の確⽴への⽀援

資源量を把握したこと
で、親⿂の確保を⾏
い、資源の維持に繋
がっている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

個別計画
― ― ― 事業費 2,049 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

商工グループ 2,049 2,049 2,049
120101 3年間の事業費 6,147

ローリ
ング前

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

2,049

2,049 事業費 2,049

施策事業Ｎｏ ①-２ 実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10679 事業費 2,049 事業費 2,049 事業費

☆☆

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

シジミ食味試験事業補
助⾦

シジミ臭気分析、食味・脱臭試験
網⾛湖産シジミに対する信頼確保に対する⽀援

分析結果により、製品
の安全性が確認でき、
消費者に対し安全・安
心な水産物の供給に寄
与している。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

決算額 500 事業費 500 継続

10681 事業費 500 事業費 500 事業費
商工グループ 500 500 500

120102 3年間の事業費 1,500

ローリ
ング前

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

500

事業費 500事業費 500 事業費 500



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
２．水産業の振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

☆☆
これまでの効果

決算額 40 事業費 90 継続水産振興一般事務費
内水面漁業（網⾛湖）の振興及び密漁に対する防止
対策。
網⾛川流域における価値を次世代へ引き継ぐため、
環境学習等に取り組む。

内水面漁業の振興を図
るとともに近年増加し
ている密漁防止対策を
推進することができ
た。また、網⾛川流域
の小学⽣を対象とした
環境学習を実施し、環
境意識を醸成をするこ
とができた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

個別計画
― ― ― 事業費 90 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

商工グループ 90 90 90
120201 3年間の事業費 270

ローリ
ング前

管内密漁防止対策協議会及び道内水面漁
業連合会への負担金

管内密漁防止対策協議会及び道内水面漁
業連合会への負担金

管内密漁防止対策協議会及び道内水面漁
業連合会への負担金

40

90 事業費 90

10678 事業費 40 事業費 40 事業費
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28基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､オープン記念品、大会費

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成、展望台塗装、
物置屋根修繕

☆☆☆
これまでの効果

決算額 19,628 事業費 20,756 継続

☆☆
予算の妥当性

維持朝⽇ヶ丘公園管理費
町の観光振興と町⺠の憩いの場としての公園管理の
充実

パークゴルフ人口の増
加に伴い、利⽤客は増
加している。平成２７
年度に⾏ったコースの
改修により芝の生育状
況が心配される。ま
た、クローバーなどの
除草が課題。指定管理
者制度への移⾏時期の
検討を要する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

個別計画
― ― ― 事業費 20,567 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

商工グループ 20,567 20,567 20,487
130101 3年間の事業費 61,621

ローリ
ング前

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

17,822

20,567 事業費 20,487

施策事業Ｎｏ ①-２ 指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託5,562】
【温泉ポンプ購入2,376】

指定管理委託
【大駐車場排水設備改修255】
【連絡歩道橋改修工事921】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10728 事業費 17,822 事業費 17,822 事業費

☆☆

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託1,500】

指定管理委託
【大駐車場連絡歩道橋修繕2,000】
【芝桜植替え用黒土400】

藻琴山温泉芝桜公園管
理運営費

「東藻琴芝桜公園」の管理運営及び施設整備 今後は、東藻琴芝桜公
園内の施設を含めたPR
の強化と、集客増に向
けたシーズン中のイベ
ント開催などの検討が
必要。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託1,500】
【遊歩道土留柵・手摺改修20,498】

決算額 20,415 事業費 14,049 継続

110716 事業費 12,586 事業費 13,754 事業費
商工グループ 12,586 13,754 32,477

130102 3年間の事業費 58,817

ローリ
ング前

指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託1,500】

指定管理委託
【大駐車場連絡歩道橋修繕2,000】

指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託1,500】
【遊歩道土留柵・手摺改修20,498】

33,175

事業費 32,477事業費 12,586 事業費 13,754

施策事業Ｎｏ ①-３ 【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託
・キャンプ証等印刷

【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託
木道基本設計委託1,000

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

ローリ
ング前

商工グループ

決算額 3,876 事業費 5,701 継続湖畔管理事業
網⾛国定公園に属する網⾛湖⼥満別湖畔園地及び野
営場の管理並びに施設の維持補修

湖畔における安心・快
適を心掛け管理してい
る。湿生植物群落のＰ
Ｒが課題。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託

【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託
・冬タイヤ

【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託
・夏タイヤ笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

3,829 事業費 3,395 事業費 3,395
【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託

【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託
・冬タイヤ

【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託
・夏タイヤ

3,158

個別計画
― ― ― 事業費

3,829 3,395
事業費 3,242 事業費 3,242

3,395
130103 3年間の事業費 10,619 10713 事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-４ バイオトイレ管理委託､登山道（林道）砂利補
修【６合目簡易トイレリース(H28～)　194】【６
合目看板設置　292】

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,111 事業費 884 継続藻琴山登山道管理費
藻琴山の登山道及び８合目の銀嶺山荘とバイオトイ
レの管理及び維持補修

６合目にある⽼朽化し
た案内看板の更新と仮
設トイレを設置し、登
山者の利便性を図っ
た。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修
【トイレ塗装修繕139】笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

892 事業費 904 事業費 1,045
バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修
【トイレ塗装修繕139】

892

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

商工グループ 892 904
事業費 904 事業費 1,045

1,045
130104 3年間の事業費 2,841 10712 事業費

29



30基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 〜
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

―
予算の妥当性

―

☆☆
予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ ほ場管理委託
農地補償

ほ場管理委託
農地補償

☆☆☆
これまでの効果

決算額 3,005 事業費 3,202 継続ひまわり作付事業
観光資源として「ひまわり」の作付け振興の実施及
びひまわり種⼦及び肥料の⽀給

観光資源として定着
してきた。作付面積
が減少しないように
作付者に協⼒を願
う。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ほ場管理委託
農地補償

個別計画
― ― ― 事業費 3,212 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ほ場管理委託
農地補償

ほ場管理委託
農地補償

商工グループ 3,212 3,212 3,212
130201 3年間の事業費 9,636

ローリ
ング前

ほ場管理委託
農地補償

ほ場管理委託
農地補償

ほ場管理委託
農地補償

3,042

3,212 事業費 3,212

施策事業Ｎｏ ②-２ ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10709 事業費 3,042 事業費 3,042 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

グリーンツーリズム推
進事業

グリーン・ツーリズムに対応するためのほ場を管
理。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 ―

110702 事業費 事業費 事業費
商工グループ

130202 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費事業費 事業費

施策事業Ｎｏ ②-３ 8/26開催　入込者 5百人
ロール転がし雨天中止

8/27開催　入込者 6千人 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

維持

ローリ
ング前

商工グループ

決算額 2,200 事業費 2,200 継続
ふるさとまつり実⾏委
員会交付⾦

実⾏委員会が⾏う「ノンキーランドふるさとまつ
り」に対する補助

天候にも左右される
が、町の観光・商工振
興、同時に出場者・応
援者との交流の場がで
き地域活性化が図られ
ている。内容のマンネ
リ化が課題。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催
【やぐらｽﾃｰｼﾞ購入2,400千円】

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

2,200 事業費 2,200 事業費 2,200
ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

2,200

個別計画
― 〇 ― 事業費

2,200 2,200
事業費 2,200 事業費 2,200

2,200
130203 3年間の事業費 6,600 10717 事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ②-４ 5/3～6/5　入園者 87,130人
歌謡ショー　他

5/3～6/4　入園者 76,135人
歌謡ショー　他

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 3,000 事業費 3,000 継続
芝桜まつり実⾏委員会
交付⾦

芝桜まつり実⾏委員会が⾏う「芝桜まつり」に対す
る補助

ライトアップが終了と
なったこともあり、集
客減となった。今後集
客に結び付く催し等、
交流の場をつくり地域
活性化を図る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

3,000 事業費 3,000 事業費 3,000
芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

3,000

個別計画
― 〇 ― 事業費

ローリ
ング前

商工グループ 3,000 3,000
事業費 3,000 事業費 3,000

3,000
130204 3年間の事業費 9,000 10716 事業費

施策事業Ｎｏ ②-５ 観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 3,380 事業費 3,380 継続観光夏まつり補助⾦
ＮＰＯ法人めまんべつ観光協会が⾏う「めまんべつ
観光夏まつり」⾏事に対する補助

夏まつりイベントの充
実を図るとともに、ド
ラゴンボート参加チー
ムを増加させるためＰ
Ｒ活動を強化する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

個別計画
― 〇 ― 事業費 3,380 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

商工グループ 3,380 3,380 3,380
130205 3年間の事業費 10,140

ローリ
ング前

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

3,380

3,380 事業費 3,380

施策事業Ｎｏ ②-６ 女満別空港スカイフェスティバル
H28.9開催　空港敷地内で各種体験や抽選
会等を実施

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110715 事業費 3,380 事業費 3,380 事業費

決算額 125 事業費 125 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

空港対策費（⼥満別空港
にぎわいづくり事業）

⼥満別空港で催す空の⽇・空の旬間（スカイフェス
ティバル）への⽀援

航空利⽤の促進に加
え、地域の拠点として
の空港を⾒直す機会と
なっている。イベント
の開催回数を減らした
分内容の充実が必要で
ある。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

ローリ
ング前

女満別空港スカイフェスティバル
女満別空港春・春・秋フェスティバル

女満別空港スカイフェスティバル
女満別空港春・春・秋フェスティバル

女満別空港スカイフェスティバル
女満別空港春・春・秋フェスティバル

525

事業費 125

10835 事業費 525 事業費 525 事業費
企画グループ 125 125 125

130206 3年間の事業費 375

事業費 125 事業費 125

31



32基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 31 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―
予算の妥当性

―

―
予算の妥当性

―

進⾏状況 これまでの効果

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ②-７

決算額 事業費 ―
町⺠ビッグデー実⾏委
員会交付⾦

平成２７年度⼤空町誕生１０年を記念した、町⺠対
象のイベントに対し⽀援。
平成３７年度⼤空町誕生２０年となる。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

―

商工グループ

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

130207 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-８ ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算

事業費 事業費 事業費

決算額 事業費 ―

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【観光事業者補助金】
観光事業者に対する補助金

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

商工グループ 1,000
事業費 1,000 事業費

観光事業者誘致事業
観光事業を展開できる企業（⺠間）の誘致、⽀援。 今後の方向性

130208 3年間の事業費 1,000 事業費

事業費 1,000 事業費
【観光事業者補助金】
観光事業者に対する補助金

【観光事業者補助金】
観光事業者に対する補助金

1,000



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 28
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 芝桜公園施設整備
【遊覧車道路カーブ改修工事】1,069

☆☆☆
これまでの効果

決算額 1,069 事業費 完了 ―
藻琴山温泉芝桜公園整
備事業

観光施設「東藻琴芝桜公園」の施設整備 ハード面での整備は完
了した。今後、ソフト
面を充実させ、誘客を
促進することが必要。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

商工グループ
130301 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費

施策事業Ｎｏ ③-２ 清掃委託
施設管理経費
・無線ＬＡＮ整備工事、空調設備清掃

清掃委託
施設管理経費

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10729 事業費 事業費 事業費

☆☆

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

清掃委託
施設管理経費

清掃委託
施設管理経費

メルヘン観光交流セン
ター管理運営費

観光情報発信及び道の駅の賑わいを創出するメルヘ
ン観光交流センターの維持管理

⼤空町及びオホーツク
地域の観光情報の発信
や地場産品の推進に寄
与している。Ｗｉ－Ｆ
ｉが整備されているこ
とから、発信するだけ
ではなく、発信される
工夫が必要である。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

清掃委託
施設管理経費

決算額 5,936 事業費 5,543 継続

10730 事業費 5,713 事業費 5,713 事業費
商工グループ 5,713 5,713 5,713

130302 3年間の事業費 17,139

ローリ
ング前

清掃委託
施設管理経費

清掃委託
施設管理経費

清掃委託
施設管理経費

5,713

事業費 5,713事業費 5,713 事業費 5,713
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34基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

拡充

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ 広告
ＨＰライセンス更新
【観光パンフ印刷製本費　6,683】

広告（ラジオ含む）
ＨＰライセンス更新

☆☆☆
これまでの効果

決算額 6,379 事業費 3,760 継続
観光情報クロスメディ
ア発信事業

町の観光情報のをインターネット発信や観光関連雑
誌への広告記事掲載
外国人観光客のための観光ホームページの多言語化

町の観光情報を雑誌、
ラジオやＳＮＳなど各
種媒体を通じて発信し
ている。観光情報の多
言語化（特に最新情報
への更新）が課題であ
る。クロスメディアを
活⽤し国内外を問わず
⼤空町の知名度ＵＰを
図る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

広告（ラジオ含む）
観光案内看板設置　2,000
【観光パンフ増刷　1,340】

個別計画
― 〇 ― 事業費 4,634 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

広告（ラジオ含む）
ＨＰライセンス更新
【観光パンフ増刷　1,364】

広告
ＨＰライセンス更新
【観光パンフ増刷　1,364】

商工グループ 4,634 1,794 3,158
130401 3年間の事業費 9,586

ローリ
ング前

広告（ラジオ含む）
ＨＰライセンス更新

広告
ＨＰライセンス更新

広告
ＨＰライセンス更新
【観光パンフ増刷　3,000】

4,794

1,794 事業費 3,158

施策事業Ｎｏ ④-２ 【網走エリア広域観光推進事業負担金
480】
【ＳＴＶ、ＨＴＢイベント関連経費　490】

【サイクリング地域活性化事業負担金
1,000】
【ＳＴＶ、ＨＴＢイベント関連経費　490】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110717 事業費 1,794 事業費 1,794 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【サイクリング地域活性化事業負担金
1,000】
【ＳＴＶイベント関連経費　220】

【ＳＴＶイベント関連経費　220】

観光振興一般事務費
観光振興に係る業務全般の事務経費・広域観光協議
会等各種団体への負担⾦等

サイクリング事業やウ
インターフィールド事
業、湖を活⽤した体験
イベントの開催などに
より通過型観光から体
験・滞在型観光を目指
す。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

【ＳＴＶイベント関連経費　220】

決算額 3,981 事業費 7,093 継続

10711 事業費 3,813 事業費 2,418 事業費
商工グループ 6,498 3,477 1,933

130402 3年間の事業費 11,908

ローリ
ング前

【サイクリング地域活性化事業負担金
1,000】
【ＳＴＶイベント関連経費　220】

【網走エリア広域観光推進事業負担金
480】
【ＳＴＶイベント関連経費　220】

【網走エリア広域観光推進事業負担金
480】
【ＳＴＶイベント関連経費　220】

2,418

事業費 1,933事業費 6,498 事業費 3,477



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ⑤-１ NPOめまんべつ観光協会への補助
東藻琴観光協会への補助

NPO観光協会への補助 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 8,525 事業費 8,807 継続

☆☆
予算の妥当性

拡充観光協会補助⾦
観光振興に資するためのＮＰＯ法人めまんべつ観光
協会及び東藻琴観光協会に対する補助

平成２９年度に両観光
協会が合併し、新たに
オホーツク⼤空町観光
協会としてスタートし
た。引き続き観光情報
等の宣伝活動を⾏って
いただく。本年度選定
予定の⼤空八景のＰＲ
方法が課題である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

NPO観光協会への補助

個別計画
― ― ― 事業費 7,153 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

NPO観光協会への補助 NPO観光協会への補助

商工グループ 7,153 6,803 6,803
130501 3年間の事業費 20,759

ローリ
ング前

NPO観光協会への補助 NPO観光協会への補助 NPO観光協会への補助

8,525

6,803 事業費 6,803

10714 事業費 8,525 事業費 8,525 事業費
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36基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

拡充

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）
【プレミアム商品券事業　2,500】

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）
【プレミアム商品券事業　2,500】

☆☆☆
これまでの効果

決算額 14,875 事業費 14,751 継続

☆☆
予算の妥当性

拡充商⼯会補助⾦
町の商⼯振興に資するための商⼯会への補助 ハロウィンや夕市、ま

ちゼミなどの事業を通
して地域の活性化を図
るとともに、地域の総
合経済団体として、商
⼯業の発展に寄与して
いる。平成３０年度指
導員交代で人件費が増
加する⾒込み。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）
【プレミアム商品券事業　2,500】

個別計画
― ― ― 事業費 16,100 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）
【プレミアム商品券事業　2,500】

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）
【プレミアム商品券事業　2,500】

商⼯グループ 16,100 16,100 16,100
140101 3年間の事業費 48,300

ローリ
ング前

商工会補助金
【プレミアム商品券事業　2,500】

商工会補助金
【プレミアム商品券事業　2,500】

商工会補助金
【プレミアム商品券事業　2,500】

15,200

16,100 事業費 16,100

施策事業Ｎｏ ①-２ 指定管理委託による施設管理
利用者　７３９人

指定管理委託による施設管理 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10703 事業費 15,200 事業費 15,200 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定管理委託による施設管理
女子トイレ洋式化

指定管理委託による施設管理
女子トイレ洋式化

地域振興会館管理費
各種集会や研修、講習会の開催の使⽤する⼥満別地
域振興会館の管理

事業・管理運営を含め
全般的に良好であり、
適切な運営を⾏ってい
る。利⽤者が⾼齢化し
てきたこともあり、ト
イレの洋式化を進める
など環境の向上が必要
である。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

指定管理委託による施設管理

決算額 2,539 事業費 1,921 継続

10727 事業費 1,981 事業費 1,981 事業費
商⼯グループ 2,439 1,949 1,970

140102 3年間の事業費 6,358

ローリ
ング前

指定管理委託による施設管理 指定管理委託による施設管理 指定管理委託による施設管理

1,981

事業費 1,970事業費 2,439 事業費 1,949

施策事業Ｎｏ ①-３ 『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助
　【空港テナント補助3,240】

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助
　【空港テナント補助3,300】

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

ローリ
ング前

商⼯グループ

決算額 3,652 事業費 3,901 継続商⼯業振興一般事務費
商業者が作成するホームページに対する助成及び地
域物産振興への補助

空港テナントは、町の
特産品やオホーツク地
域をＰＲしており、道
東観光のイメージアッ
プが図られている。
ＨＰ作成補助⾦は、Ｓ
ＮＳ等の影響もあり、
作成件数が減ってい
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助
　【空港テナント補助3,300】

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

3,451 事業費 211 事業費 211
『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助
　【空港テナント補助3,300】

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

4,058

個別計画
― ― ― 事業費

3,451 211
事業費 818 事業費 818

211
140103 3年間の事業費 3,873 10701 事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-４ 【まちゼミ新規開催経費分】
ワークショップ５回
講座 20講座、87人受講

【まちゼミ新規開催経費分】
ワークショップ4回

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,259 事業費 1,027 継続まちゼミ事業
商店の店主が講師となり、専門的な知識や情報など
を受講者に伝達する。
まちぜみ開催に係る経費に補助

お店の方が講師とな
り、少人数制のゼミ
ナールを展開すること
で、各店の固定客獲得
につながっている。今
後は、継続して講座を
開講できるかどうかが
課題である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【まちゼミ新規開催経費分】
ワークショップ4回

【まちゼミ開催経費分】
実行委員会補助金

【まちゼミ開催経費分】
実行委員会補助金

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,000 事業費 500 事業費 500
【まちゼミ新規開催経費分】
ワークショップ4回

【まちゼミ開催経費分】 【まちゼミ開催経費分】

1,129

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

商⼯グループ 1,000 500
事業費 500 事業費 500

500
140104 3年間の事業費 2,000 事業費

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 『商工振興一般事務費の内異業種交流事
業』
異業種交流事業経費

『商工振興一般事務費のうち異業種交流事
業』
異業種交流事業補助金

☆☆☆
これまでの効果

決算額 584 事業費 584 継続
商⼯業振興一般事務費
（異業種交流事業）

商店経営の継続性を確⽴し、後継者対策を⽀援する 過去６回開催し、３組
の方が結婚されてい
る。企画がマンネリ化
しないよう若い人が楽
しめる事業を展開する
必要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『商工振興一般事務費の内異業種交流事
業』
異業種交流事業経費

個別計画
〇 ― ― 事業費 591 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『商工振興一般事務費のうち異業種交流事
業』
異業種交流事業補助金

『商工振興一般事務費の内異業種交流事
業』
異業種交流事業経費

商⼯グループ 591
140201 3年間の事業費 591

ローリ
ング前

『商工振興一般事務費のうち異業種交流事
業』
異業種交流事業補助金

『商工振興一般事務費のうち異業種交流事
業』
異業種交流事業補助金

『商工振興一般事務費のうち異業種交流事
業』
異業種交流事業補助金

584

事業費

10701 事業費 584 事業費 584 事業費

37



38基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

☆☆☆
これまでの効果

☆☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 中小企業振興利子補給
運転資金　57件　4,123,648円
設備資金　20件　　884,426円

― 〇 ―
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

決算額 5,008 事業費 6,147 継続

商⼯グループ 6,000 6,000 6,000

中⼩企業振興資⾦利⼦
補給⾦

中⼩企業振興資⾦利⼦に対する利⼦補給による⽀援 中⼩企業の育成振興及
び経営の合理化を促進
し、経済的地位の向上
と事業運営の基礎とな
る⾦融の円滑化を図る
ことができている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

個別計画

3年間の事業費 18,000

ローリ
ング前

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

6,000

6,000 事業費 6,000事業費 6,000 事業費

施策事業Ｎｏ ③-２ 発行ポイント　46事業 471,750ポイント 発行ポイント　650,000pint＝1,300 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10702 事業費 6,000 事業費 6,000 事業費140301

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

発行ポイント　700,000pint＝1,400 発行ポイント　700,000pint＝1,400

ポイントカード事業
地元商店街等の活性化として実施している「そらっ
きーポイントカード事業」に対する町が指定する事
業へのポイントの発⾏

町指定イベントに参加
した町⺠に対しポイン
トを交付することで、
賑わいづくりの増進、
地域消費活動の好循環
が生まれている。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

発行ポイント　700,000pint＝1,400

決算額 959 事業費 1,300 継続 維持

10733 事業費 1,400 事業費 1,400 事業費
商⼯グループ 1,400 1,400 1,400

140302 3年間の事業費 4,200

ローリ
ング前

発行ポイント　700,000pint＝1,400 発行ポイント　700,000pint＝1,400 発行ポイント　700,000pint＝1,400

1,400

事業費 1,400事業費 1,400 事業費 1,400

施策事業Ｎｏ ③-３ 住宅リフォーム補助　３６件 住宅リフォーム補助　４０件 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

☆☆☆
予算の妥当性

維持

ローリ
ング前

決算額 10,047 事業費 12,000 継続
住宅リフォーム促進事
業補助⾦

住宅のリフォームに要する費⽤の一部への補助 住宅の安全性、耐久性
及び居住性の向上を図
るとともに、町内住宅
関連産業の振興、地域
経済の活性化に寄与し
ている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

住宅リフォーム補助　４０件

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

12,000 事業費 事業費
住宅リフォーム補助　４０件

12,000

個別計画
― 〇 ― 事業費

12,000
事業費 事業費140303 3年間の事業費 12,000 10731 事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

1,500

施策事業Ｎｏ ③-４ 町内店舗改修者への補助　3件 町内店舗改修者への補助 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 900 事業費 1,200 継続店舗改修事業補助⾦
商店街の活性化に資する店舗改修に要する費⽤の一
部への補助

店舗のイメージアッ
プ、商店街の活性化に
寄与している。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

町内店舗改修者への補助

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,200 事業費 事業費
町内店舗改修者への補助

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前1,200

事業費 事業費140304 3年間の事業費 1,200 10735 事業費

39



40基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ めまんべつ盆踊り保存会への補助 めまんべつ盆踊り保存会への補助 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 425 事業費 500 継続

☆☆
予算の妥当性

維持盆踊り事業補助⾦
商店街の賑わいを創設する盆踊りへの⽀援による中
心市街地の活性化

町内の⼦どもたちや⾼
校生に盆踊りに関心を
持ってもらうことがで
き、故郷を感じること
のできる伝統⾏事とし
て盆踊りの継承に資す
ることができた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

めまんべつ盆踊り保存会への補助

個別計画
― ― ― 事業費 3,308 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

めまんべつ盆踊り保存会への補助 めまんべつ盆踊り保存会への補助

商⼯グループ 3,308 500 500
140401 3年間の事業費 4,308

ローリ
ング前

めまんべつ盆踊り保存会への補助 めまんべつ盆踊り保存会への補助 めまんべつ盆踊り保存会への補助

500

500 事業費 500

施策事業Ｎｏ ④-２ 東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10732 事業費 500 事業費 500 事業費

☆☆☆

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

東藻琴⾼等学校実習費
（⾼校マルシェ事業）

生徒が作成した農産加⼯製品等の販売会の実施によ
る市街地の活性化

生徒実習製品の販売を
通して、地域住⺠とふ
れあい、⾼校の活動を
理解してもらえた。地
域の商店と協⼒した販
売会になっている。今
後の課題は、より生徒
主体の魅⼒ある販売会
にしたい。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

決算額 75 事業費 75 継続

11035 事業費 75 事業費 75 事業費
東藻琴⾼等学校 75 75 75

140402 3年間の事業費 225

ローリ
ング前

東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

75

事業費 75事業費 75 事業費 75



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
５．工業・地場産業の振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 企業誘致委員　8名
補助対象企業新規指定のため開催
1回

企業誘致委員　8名 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 32 事業費 84 継続

☆☆
予算の妥当性

維持企業誘致委員会報酬
企業誘致委員会の開催 企業振興促進条例に基

づく指定に関する審議
を⾏っている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

企業誘致委員　8名

個別計画
― ― ― 事業費 84 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

企業誘致委員　8名 企業誘致委員　8名

企画グループ 84 84 84
150101 3年間の事業費 252

ローリ
ング前

企業誘致委員　8名 企業誘致委員　8名 企業誘致委員　8名

84

84 事業費 84

施策事業Ｎｏ ①-２ 誘致の可能性がある企業との協議
企業情報の収集

企業誘致活動（首都圏・道央圏） ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10228 事業費 84 事業費 84 事業費

☆

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

企業誘致活動（首都圏・道央圏） 企業誘致活動（首都圏・道央圏）

企業誘致対策費
企業誘致活動､誘致企業情報収集 誘致の可能性がある企

業と接触を続けている
が、誘致の⾒込みが
たっていない。業種を
絞った誘致活動をこち
らから仕掛けることが
必要。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

企業誘致活動（首都圏・道央圏）

決算額 147 事業費 352 継続

10229 事業費 355 事業費 355 事業費
企画グループ 355 355 355

150102 3年間の事業費 1,065

ローリ
ング前

企業誘致活動（首都圏・道央圏） 企業誘致活動（首都圏・道央圏） 企業誘致活動（首都圏・道央圏）

355

事業費 355事業費 355 事業費 355

施策事業Ｎｏ ①-３ 企業誘致促進補助金　7社分
継続7社(うち1社新ｴﾈﾙｷﾞｰ施設新設)

企業誘致促進補助金　6社分
新規1社(宿泊施設増設)
継続5社

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

ローリ
ング前

企画グループ

決算額 24,641 事業費 20,661 継続
企業振興促進補助⾦（新
増設施設助成分）

企業振興促進補助⾦交付により⼤空町の活性化につ
ながる企業の振興の促進
町内に事業所を新設（増設）する事業者に対する助
成

企業誘致対策費におけ
る誘致活動を実施する
中で、必要に応じて制
度の改正を検討する必
要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

企業誘致促進補助金　5社分
新規3社（新ｴﾈﾙｷﾞｰ施設新設）
継続2社(うち1社新ｴﾈﾙｷﾞｰ施設新設)

企業誘致促進補助金　6社分
新規1社（2億円施設Ｈ30新設）
継続5社

企業誘致促進補助金　6社分

継続6社笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

12,928 事業費 8,429 事業費 6,180
企業誘致促進補助金　1社分
H28新規誘致（3億円新設分）

企業誘致促進補助金　1社分
H28新規誘致（3億円新設分）

企業誘致促進補助金　H28新規誘致（3億
円新設分）

11,870

個別計画
― ― ― 事業費

12,928 8,429
事業費 3,670 事業費 3,060

6,180
150103 3年間の事業費 27,537 10230 事業費

41



42基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
５．工業・地場産業の振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 元気づくり応援事業
地場産業振興事業:1件・500千円

元気づくり応援事業
　地場産業振興事業：1件・500千円

☆☆☆
これまでの効果

決算額 500 事業費 500 改善
元気づくり応援事業補助
⾦（地場産業振興事業）

町⺠が⾃主的・主体的に⾏う、産業等を活かしたま
ちづくりと、活⼒と潤いのある元気なまちづくりを
応援する。①地場産業振興事業：補助対象経費の１
/２以内で５０万円限度

事業開始後、毎年一定
の事業申請がされてお
り、町⺠の⾃主的な取
組に寄与している。
事業採択の優先順位づ
けや、同一団体の同事
業に対する補助のあり
方の検証が必要。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業500）

個別計画
― 〇 ― 事業費 500 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業500）

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業500）

企画グループ 500 500 500
150201 3年間の事業費 1,500

ローリ
ング前

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業500）

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業500）

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業500）

500

500 事業費 500

10233 事業費 500 事業費 500 事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
５．工業・地場産業の振興 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 『新規就農者施設分除く』指定管理料 『新規就農者施設分除く』指定管理料 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 28,595 事業費 28,393 継続
メルヘン公園管理費（特
産品開発及び施設管理）

メルヘン公園（メルヘンカルチャーセンター）の適
正な維持管理及び農産物の加工研究

指定管理委託により、
農産物の加工研究や適
正な維持管理が図られ
ている。施設建設から
１５年以上が経過し、
より一層の適正な維持
管理が求められる。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー600

個別計画
― 〇 ― 事業費 31,265 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー600
圧力殺菌窯更新1,540

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー600

農業グループ 31,265 32,497 31,006
150301 3年間の事業費 94,768

ローリ
ング前

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー600

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー600

『新規就農者施設分除く』指定管理料

30,221

32,497 事業費 31,006

施策事業Ｎｏ ③-２ 指定管理委託による施設管理
【乳製品加工研究所修繕工事　9,558】

指定管理委託による施設管理 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110618 事業費 30,821 事業費 30,821 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定管理委託による施設管理
【大規模改修調査設計　3,000】

指定管理委託による施設管理
【大規模改修工事　60,000】

ひがしもこと乳酪館管
理費

乳製品の開発及び製造と観光振興を担う「ひがしも
こと乳酪館」の維持管理

指定管理委託により維
持管理を⾏っている。
乳製品等の売上げは増
となっているが、来館
者数は減少しいる。
新しい乳製品の開発等
また、利⽤しやすい施
設運営が必要。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

指定管理委託による施設管理
【急速冷蔵庫・保管庫・熟成室等整備】

決算額 34,154 事業費 25,288 継続

110620 事業費 27,255 事業費 84,475 事業費
商工グループ 27,255 84,475 24,475

150302 3年間の事業費 136,205

ローリ
ング前

指定管理委託による施設管理
【大規模改修調査設計　3,000】

指定管理委託による施設管理
【大規模改修工事　60,000】

指定管理委託による施設管理
【急速冷蔵庫・保管庫・熟成室等整備】

24,475

事業費 24,475事業費 27,255 事業費 84,475

施策事業Ｎｏ ③-３ 道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

予算の妥当性

維持

ローリ
ング前

商工グループ

決算額 116 事業費 188 継続道の駅振興事業
「道の駅メルヘンの丘めまんべつ」を通じた北海道
地区道の駅連絡会との連携連携

平成２９年９⽉１⽇
「道の駅ノンキーラン
ドひがしもこと」ＯＰ
ＥＮ。町内に２つの道
の駅を有していること
から、引き続き北海道
地区道の駅連絡会と連
携を図る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

192 事業費 192 事業費 192
道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

122

個別計画
― ― ― 事業費

192 192
事業費 122 事業費 122

192
150303 3年間の事業費 576 10726 事業費

43



44基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
６．雇用機会の確保（施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 関連機関への負担金 関連機関への負担金 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 94 事業費 116 継続

☆☆
予算の妥当性

維持労働対策事業
雇用対策の推進を図るための関係機関との連携 雇用対策の推進を図る

ための関係機関との連
携を図ることができ
た。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

関連機関への負担金

個別計画
― ― ― 事業費 151 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

関連機関への負担金 関連機関への負担金

商工グループ 151 151 151
160101 3年間の事業費 453

ローリ
ング前

関係機関への負担金 関係機関への負担金 関係機関への負担金

151

151 事業費 151

施策事業Ｎｏ ①-２ 企業振興補助金（雇用助成事業） 企業振興補助金（雇用増事業） 進んでいない
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10502 事業費 151 事業費 151 事業費

―

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

企業振興補助金（雇用助成事業） 企業振興補助金（雇用助成事業）
Ｈ30新設企業新規雇用　1社5人

企業振興促進補助⾦
（雇用増加分助成）

企業振興促進補助⾦交付による町内の事業者の雇用
増に対する助成

太陽光発電新設の指定
が多く、雇用増につな
がっていない。新規企
業の誘致及びそれに伴
う新規雇用者の町内在
住を図らなければなら
ない。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

企業振興補助金（雇用助成事業）

決算額 事業費 継続

10230 事業費 事業費 事業費
企画グループ 1,000

160102 3年間の事業費 1,000

ローリ
ング前

企業振興補助金（雇用助成事業） 企業振興補助金（雇用助成事業） 企業振興補助金（雇用助成事業）

事業費事業費 事業費 1,000

施策事業Ｎｏ ①-３ 『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

ローリ
ング前

農業グループ

決算額 390 事業費 400 改善
メルヘン公園管理費（新
規就農施設事業）

農業技術を習得するための新規就農者への滞在生活
の支援

新規就農希望者への滞
在生活を支援するため
の施設であるが、稼働
率は良くない状況であ
る。ＰＲ方法などにつ
いて再考する必要があ
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

400 事業費 400 事業費 400
『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

400

個別計画
― ― ― 事業費

400 400
事業費 400 事業費 400

400
160103 3年間の事業費 1,200 110618 事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
６．雇用機会の確保（施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 34
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-４ JA女満別、JAオホーツク担い手実践研修支
援事業補助（フォークリフト等技能講習、新
規就農者等研修）

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,500 事業費 1,500 継続
農業担い手実践研修支
援事業補助⾦

農業後継者及び新規参入者を対象とする農業団体が
実施する地域リーダー育成への支援

新規の農業後継者を中
心にＪＡ等が実施する
研修などへの参加があ
り、担い手の育成に大
きく寄与している。今
後も継続が必要であ
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,500 事業費 1,500 事業費 1,500
JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

1,500

個別計画
〇 ― ― 事業費

ローリ
ング前

農業グループ 1,500 1,500
事業費 1,500 事業費 1,500

1,500
160104 3年間の事業費 4,500 110628 事業費

施策事業Ｎｏ ①-５ 技術習得における研修の支援
大型特殊1件、フォークリフト運転技能2件、
介護福祉実務1件　計4件

技術習得における研修の支援 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 184 事業費 3,000 継続
地域産業人材育成事業
《キャリアアップ助成》

産業基盤を支える人材確保や人材育成を図るため、
各事業所において実施している技術習得のための研
修に係る費用の一部を助成

各事業所において実施
している技術習得のた
めの研修費用の一部を
助成し、優秀な人材確
保につながっている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

技術習得における研修の支援

個別計画
〇 ― ― 事業費 1,000 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

技術習得における研修の支援

商工グループ 1,000 1,000

技術習得における研修の支援
広域連携によるインターンシップの受け入れ

3年間の事業費 2,000

ローリ
ング前

技術習得における研修の支援
広域連携によるインターンシップの受け入れ

技術習得における研修の支援
広域連携によるインターンシップの受け入れ

3,000

1,000 事業費

施策事業Ｎｏ ①-６ 【正規雇用補助】
新規補助　3件

【正規雇用補助】 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 3,000 事業費 3,000 事業費160105

決算額 900 事業費 4,200 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【正規雇用補助】 【正規雇用補助】

地域就業者雇用確保
定住人口の増大図るために他の施策との連携により
町内で働く場所の確保。正規雇用を継続するための
賃⾦助成を一定年次(３年間）⾏うことで正規雇用
を促進する。

正規雇用を促進し、定
住人口の増加が図られ
ている。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

【正規雇用補助】

ローリ
ング前

【若年者正規雇用者】
(地域就業者雇用確保事業）

【若年者正規雇用者】
(地域就業者雇用確保事業）

【若年者正規雇用者】
(地域就業者雇用確保事業）

9,000

事業費 4,100

事業費 9,000 事業費 10,700 事業費
商工グループ 7,800 7,700 4,100

160106 3年間の事業費 19,600

事業費 7,800 事業費 7,700

45



46基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
５．工業・地場産業の振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 起業・創業支援補助金
補助件数　3件

起業・創業支援補助金 ☆☆
これまでの効果

決算額 2,795 事業費 2,000 継続 維持起業・創業支援補助⾦
計画的な起業・創業を図る事業者に対する経費の一
部への補助

新たな起業と雇用の創
出、産業の活性化が図
られている。
今後は、事業継承を含
めた起業ができるかが
課題である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

起業・創業支援補助金

個別計画
― 〇 ― 事業費 2,000 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

商工グループ 2,000
160201 3年間の事業費 2,000

ローリ
ング前

起業・創業支援補助金

事業費

46178 事業費 2,000 事業費 事業費


